
令和６年度 雲南市下水道事業会計損益計算書
（令和６年４月１日から令和７年３月31日まで）

（税抜き）
営業収益 5億8,672万円
営業外収益 14億6,204万円
経常収益　① 20億4,876万円
営業費用 16億4,883万円
営業外費用 1億7,851万円
経常費用　② 18億2,734万円
特別利益　③ 1,304万円
特別損失　④ 1,689万円
当年度純利益 (①-②)+③-④ 2億1,757万円
前年度繰越利益剰余金 499万円
その他未処分利益剰余金変動額 3,000万円
当年度未処分利益剰余金 2億5,256万円

令和６年度 雲南市下水道事業会計貸借対照表
（令和７年３月31日）

（税抜き）

固定資産 有形固定資産 248億1,253万円
無形固定資産 0万円

流動資産
現金預金 4億5,679万円
未収金 4,891万円
前払金 557万円

資産合計 253億2,380万円
固定負債 企業債 80億4,276万円

流動負債

企業債 11億8,681万円
未払金 1億3,055万円
前受金 1,797万円
引当金 673万円
預り金 169万円

繰延収益 長期前受金 91億8,422万円
負債合計 185億7,073万円
資本金 資本金 61億9,455万円

剰余金 資本剰余金 3億   596万円
利益剰余金 2億5,256万円

資本合計 67億5,307万円
負債・資本合計 253億2,380万円

令和６年度 雲南市工業用水道事業会計損益計算書
（令和６年４月１日から令和７年３月31日まで）

（税抜き）
営業収益 0万円
営業外収益 0万円
経常収益　① 0万円
営業費用 137万円
営業外費用 5,674万円
経常費用　② 5,811万円
特別利益　③ 3,909万円
特別損失　④ 2億3,649万円
当年度純損失 (①-②)+③-④ 2億5,551万円
前年度繰越欠損金 7,400万円
当年度未処理欠損金 3億2,951万円

令和６年度 雲南市工業用水道事業会計貸借対照表
（令和７年３月31日）

（税抜き）

固定資産 有形固定資産 2,125万円

流動資産 未収金 1,964万円

資産合計 4,089万円

資本金 資本金 3億6,988万円

剰余金

資本剰余金 52万円

利益剰余金 △3億2,951万円

資本合計 4,089万円

令和６年度 雲南市水道事業会計損益計算書
（令和６年４月１日から令和７年３月31日まで）

（税抜き）
営業収益 8億   532万円
営業外収益 3億7,689万円
経常収益　① 11億8,221万円
営業費用 10億7,397万円
営業外費用 7,781万円
経常費用　② 11億5,178万円
特別損失　③ 1,194万円
当年度純利益 (①-②)-③ 1,849万円
前年度繰越利益剰余金 3,635万円
当年度未処分利益剰余金 5,484万円

令和６年度 雲南市水道事業会計貸借対照表
（令和７年３月31日）

（税抜き）

固定資産
有形固定資産 130億7,448万円
無形固定資産 2,138万円
投資その他の資産 4億9,373万円

流動資産
現金預金 15億7,561万円
未収金 9,032万円
貯蔵品 733万円
前払金 3,857万円

資産合計 153億   142万円
固定負債 企業債 40億9,146万円

引当金 3,907万円

流動負債

企業債 4億2,148万円
未払金 7,438万円
前受金 66万円
引当金 1,314万円
預り金 43万円
その他流動負債 60万円

繰延収益 長期前受金 36億6,555万円
負債合計 83億   677万円
資本金 資本金 55億6,361万円
剰余金 資本剰余金 7億4,879万円

利益剰余金 6億8,225万円
資本合計 69億9,465万円
負債・資本合計 153億   142万円
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